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 [授業の概要・目的]
「グローバル化」という言葉はともすれば「国際化」と混同されがちだが，それが意味するのは，
我々がそこから逃げ出すことができない生活空間・環境である閉じた地球を常に意識し，人類が生
き延びるための行動規範を模索することであろう．人類が利用できるエネルギーが無尽蔵であり，
エネルギー消費が日々増加し続けても環境を維持できるのであれば，今の行動様式を継続してもよ
いのだろうが，地球が置かれた現実はどうなのだろうか．現在見えている利用可能エネルギーと環
境の変化に関する理解を深め，人類の将来を予測し，もしそれが悲観的なものであればそれを回避
する方途を探る．

 [到達目標]
エネルギー・環境・社会の問題に関する基礎知識を身に着けるとともに，その問題解決には，エネ
ルギー・環境に関わる各種問題の相互関連の理解が重要であることを，調査や議論を通して習得す
る．

 [授業計画と内容]
下記のエネルギー・環境に関わるテーマについて，技術と社会の両面から学び，その後，適切な課
題を選択，自らが調査・分析・検討・意見交換を行う能力を養う．
授業中に適宜ディスカッションの時間を設ける．

テーマ 1　エネルギーとその利用の歴史　（第1回～第4回）
　概要：社会におけるエネルギー利用を理解するための基礎知識を学んだ後，日本におけるエネル
ギー利用の歴史を眺めることにより，その利用変化の要因が社会の問題に起因することを学ぶ．そ
して，今後のエネルギー利用の変化の可能性とその決定要因について検討，議論する．
　KEY WORD: エネルギーの種類，エネルギー利用の歴史，価値観，派生需要

テーマ 2　エネルギーと環境　（第5回～第8回）
　概要：エネルギーの消費活動は環境への負荷を伴う．ここでは特に，化石燃料の使用によって生
じる環境問題（例えば地球温暖化，酸性雨，PM2.5による越境大気汚染など）について，過去の歴
史や諸外国の現状も踏まえながら論じる．これらの多くは一国で対処できる問題ではなく，従って
その対策は国際的な枠組のもと立案していく必要がある．各国の立場や主張，その背景にある考え
方や倫理観などについて理解した上で，如何にして環境負荷の緩和策を導き出すかを議論する．
　KEY WORD: 地球温暖化，酸性雨，PM2.5，環境倫理

テーマ 3　エネルギー・環境問題と社会　（第9回～第12回）
　概要：
(1) 中長期における世界のエネルギー事情に対する展望、経済成長とエネルギー利用・環境のあり
方について考える．
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(2) 人口減少・高齢化に立ち向かう日本のエネルギー政策と課題、地域の取り組み事例を踏まえ、
将来世代を考慮した日本地域社会のエネルギー政策設計はどうであるべきかについて考える．
　KEY WORD: 経済成長、人口減少、高齢化、エネルギー政策

テーマ 4　総合討論　（第13回～第14回）
　概要：最後に全員参加で，エネルギー・環境．社会の問題について興味ある問題を選定し自由に
意見を述べる時間を設ける．
　KEY WORD: 持続可能な社会，資源，技術，社会，人間，幸福，公平，権利と義務

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
出席状況，課題についての発表などを総合して評価する．
詳細は講義で説明します.

 [教科書]
使用しない
必要に応じて，資料配布．
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
授業内容を復習し，発表前には準備の時間をとること．

 [その他（オフィスアワー等）]
エネルギー，環境，社会の問題に関心を持っていること．
多様な視点に基づいた考え方のあることを理解し，ディスカッションの際には自分の意見を他者に
理解してもらうように努めること．


